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９ 月 3 0 日  狭 山 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  

 

 

武 蔵 野 学 院 大 学 国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 部  

佐 々 木  隆  
 

「 紅 茶 に つ い て ― ― 中 国・イ ギ リ ス・日 本 ― ― 」 

 
 内 容  

 私 と 紅 茶 （ 簡 単 な 自 己 紹 介 ）         ２  

 （ 参 考 資 料 １ ）  茶 ： 中 国 か ら 世 界 へ     ３          

 （ 参 考 資 料 ２ ）   イ ギ リ ス の 紅 茶 史      ５     

 （ 参 考 資 料 ３ ）  日 本 の 紅 茶 史       １ ０  

（ 参 考 資 料 ４ ）  参 考 文 献         １ ２       
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私 と 紅 茶 （ 簡 単 な 自 己 紹 介 ）  

 
私 は も と も と シ ェ イ ク ス ピ ア を 中 心 に 、 イ ギ リ ス

文 学 ・ 演 劇 が ど の よ う に し て 日 本 に 入 っ て き て 、 そ

れ を ど の よ う に 日 本 人 が 受 け 入 れ る よ う に な っ た か

と い っ た 文 化 交 流 、 比 較 文 化 を 中 心 に 研 究 し て き ま

し た 。2 0 0 4 年 4 月 に 武 蔵 野 学 院 大 学 国 際 コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 学 部 が 開 学 し ま し た が 、 大 学 に は 日 本 総 合

研 究 所 と い う 研 究 機 関 が あ り 、 昨 年 は そ の 中 で 「 お

茶 を 通 し た 日 常 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 を テ ー マ に し

て 私 自 身 は 「 イ ギ リ ス に お け る 紅 茶 文 化 の 一 考 察 」

を 研 究 、 発 表 致 し ま し た 。 今 回 の 講 演 は 昨 年 の 研 究

を 踏 ま え て 、 さ ら に 日 本 へ の 紅 茶 受 容 史 な ど も 意 識

し た 内 容 と 致 し ま し た 。  

 

略 歴  

1 9 6 0 年 生 。駒 澤 大 学 大 学 院 人 文 科 学 研 究 科 英 文 学 専

攻 博 士 後 期 課 程 修 了 。博 士（ 英 文 学 ）。武 蔵 野 短 期 大

学 国 際 教 養 学 科 教 授 を 経 て 、 現 在 、 武 蔵 野 学 院 大 学

国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 部 教 授 。 担 当 講 義 は 「 英

米 文 学 史 」「 国 際 文 化 交 流 」「 西 欧 文 化 事 情 Ⅰ 」 等 。  
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（ 参 考 資 料 １ ） 茶 ： 中 国 か ら 世 界 へ  

 

「 茶 」 と い う 言 葉 の 伝 播  

広 東 語 c h ’a 系 （ 陸 路 ）  

c h a ,  c h a i ,  t c h a ĭ ,  c h a y な ど 日 本 語 、 ポ ル ト ガ ル 語 、

ヒ ン ズ ー 語 、 ペ ル シ ャ 語 、 ア ラ ビ ア 語 、 ロ シ ア 語 、

ト ル コ 語 へ と 伝 播 。  

福 建 語 t a y ( t e )系 （ 海 路 ）  

t a y  ( t e ) ,  t h e e ,  t e e ,  t e a ,  t h e な ど オ ラ ン ダ 語 、 ド イ

ツ 語 、 英 語 、 フ ラ ン ス 語 へ と 伝 播 。  

 

英 語 辞 典 で 最 も 権 威 の あ る T h e  O x f o r d  E n g l i s h  

D i c t i o n a r y  に は 次 の よ う な 記 述 が あ る 。  

 

t e a ( t i : )  T h e  o r i g i n a l  E n g l i s h  p r o n u n c i a t i o n  ( t e : ) ,  

s o m e t i m e s  i n d i c a t e d  b y  s p e l l i n g  t a y,  i s  f o u n d  i n  

r i m e s  d o w n  t o  1 7 6 2 ,  a n d  r e m a i n s  i n  m a n y  

d i a l e c t s ;  b u t  t h e  c u r r e n t  ( t i : )  i s  f o u n d  a l r e a d y  i n  

t h e  1 7  t h  c . ,  s h o w n  i n  r i m e s  b y  t h e  s p e l l i n g  t e e .  

  (OED.  Vol .XVII ,  pp .684-686)  
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1 . = B o h e a  t e a .  T h e  n a m e  w a s  g i v e n  i n  t h e  

b e g i n n i n g  o f  t h e  1 8 t h  t o  t h e  f i n e s t  k i n d s  o f  b l a c k  

t e a ;  b u t  h e  q u a l i t y  n o w  k n o w n  a s ‘ B o h e a ’ i s  t h e  

l o w e s t ,  b e i n g  t h e  l a s t  c r o p  o f  t h e  s e a s o n .  （ O E D .  

Vo l . I I ,  p . 3 6 1 .）  

 

緑 茶 ： 不 発 酵 茶 （ 西 湖 龍 井 ・ 碧 螺 春 ・ 黄 山 毛 峰 な

ど ）  

白 茶 ： 弱 発 酵 茶 （ 白 牡 丹 ・ 白 毫 銀 針 な ど ）  

黄 茶 ： 弱 後 発 酵 茶 （ 君 山 銀 針 ・ 霍 山 黄 芽 な ど ）  

青 茶 ： 半 発 酵 茶 （ 武 夷 岩 茶 ・ 安 渓 鉄 観 音 ・  

凍 頂 烏 龍 茶 な ど ）  

 紅 茶 ： 完 全 発 酵 茶 （ 川 紅 工 夫 ・ 英 徳 紅 茶 ・ キ ー マ

ン 紅 茶 な ど ）  

 黒 茶 ： 後 発 酵 茶 （ 六 堡 茶 、 雲 南 七 子 餅 茶 ・ プ ー ア

ル 茶 な ど ）  
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（ 参 考 資 料 ２ ） イ ギ リ ス の 紅 茶 史  

 

１ ５ ５ ９ 年  ジ ャ ン ・ バ テ ス タ ・ ラ ム ジ オ 『 航

海 記 』（ ペ ル シ ャ 人 か ら お 茶 の 事 を 聞 い た と

い う 内 容 。 お そ ら く 、 緑 茶 の こ と ）  

 ＊ ヨ ー ロ ッ パ に お け る 最 初 の 茶 の 記 述 。  

１ ６ １ ０ 年  ヨ ー ロ ッ パ に 茶 が 伝 わ る 。 こ の と

き の 茶 は 「 緑 茶 」 で あ っ た よ う だ 。  

１ ６ １ ３ 年  平 戸 の イ ギ リ ス 商 館 滞 在 の リ チ ャ

ー ド ・ ウ ィ ッ カ ム の 手 紙 に よ る と 、「 ミ ヤ コ

で 上 等 の お 茶 一 壷 」 を 買 っ て く れ る よ う に と

の 依 頼 の 手 紙 を 書 い た 。「 上 等 の お 茶 」 と は

抹 茶 で あ っ た と 推 測 さ れ る 。  

１ ６ ５ ８ 年  『 マ ー キ ュ リ ア ス ・ ポ リ テ ィ カ ス 』

( M e r c u r i u s  P o l i t i c u s ) に 世 界 最 初 の 紅 茶 の

新 聞 広 告 。  

 “ T h a t  E x c e l l e n t ,  a n d  b y  a l l  P h y s i t i a n s  

a p p r o v e d ,  C h i n a  D r i n k ,  c a l l e d  b y  t h e  

C h i n e a n s ,  T c h a ,  b y  o t h e r  N a t i o n s  T a y  a l i a s  

Te e ,  i s  s o l d  a t  t h e  S u l t a n e s e - h e a d ,  a  

C o p h e e - h o u s e  i n  S w e e t i n g s  R e n t s  b y  t h e  
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R o y a l  E x c h a n g e ,  L o n d o n . ”  

 「 中 国 人 に よ っ て 『 チ ャ 』 ほ か で は 『 テ ィ 』

と も 呼 ば れ 、 す べ て の 医 師 か ら 折 り 紙 を つ け

ら れ た 素 晴 ら し い 中 国 の 飲 み 物 が 、 王 立 取 引

所 の 近 く ス イ ー テ ィ ン グ ・ レ ー ン に あ る サ ン

タ ネ ス ・ ヘ ッ ド ・ コ ー ヒ － ・ ハ ウ ス で 売 ら れ

て お り ま す 。（ 出 口 保 夫 訳 ）  

１ ６ ６ ０ 年  ト ー マ ス ・ ギ ャ ラ ウ ェ イ 、 紅 茶 を

宣 伝 。  

１ ６ ６ ２ 年  チ ャ ー ル ズ ２ 世 と ポ ル ト ガ ル 、 ブ

ラ ガ ン ザ の キ ャ サ リ ン 王 女 の 結 婚 （ キ ャ サ リ

ン 王 女 、 ヨ ー ロ ッ パ の 紅 茶 の 習 慣 を イ ギ リ ス

に 伝 え る ）  

１ ６ ６ ５ 年  ト ー マ ス ・ ギ ャ ラ ウ エ イ で 紅 茶 の

売 り 出 し （ Ｏ Ｅ Ｄ の 例 文 に 記 録 が あ る ）  

１ ７ ０ ６ 年  ト ワ イ ニ ン グ 、 ロ ン ド ン に 「 ト ム

ズ ・ コ ー ヒ ー ・ ハ ウ ス 」 を 開 店 。（ 一 般 市 民

へ の 紅 茶 の 販 売 。 当 時 、 コ ー ヒ ー ・ ハ ウ ス は

女 人 禁 制 ）  

１ ７ １ ７ 年  ト ワ イ ニ ン グ 「 ゴ ー ル デ ン ・ ラ イ

オ ン 」 開 店 。（ 女 性 向 け の 紅 茶 販 売 店 ）  
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１ ７ ４ ０ 年  ダ ン カ ン ・ フ ォ ー ブ ス の 手 紙 （ ト

ゥ イ デ ー ル 卿 宛 ）  

 「 紅 茶 は い ま で は ご く あ た り ま え に な り ま し

た 。 そ れ で 、 ご く 貧 乏 な 労 働 者 家 庭 で も 、 朝

は 紅 茶 で 食 事 を し ま す 」（ 出 口 保 夫 訳 ）  

１ ７ ５ ０ 年  ラ ネ ラ・テ ィ・ガ ー デ ン 改 装 。1 0 0 0

個 の ラ ン プ を 設 置 。  

１ ７ ５ ０ 年  ト ー マ ス・シ ョ ー ト『 紅 茶 、砂 糖 、

ミ ル ク 、ワ イ ン 、酒 、パ ン チ 等 に 関 す る 論 説 』 

＊  イ ギ リ ス で 最 初 の 紅 茶 に 関 す る 医 学 的 見

解 （ 紅 茶 を 推 奨 ）  

１ ７ ５ ６ 年  ジ ョ ナ ス ・ ハ ン ウ ェ イ 『 紅 茶 論 』  

＊ 紅 茶 は 有 害 と い う 説 。  

１ ７ ５ ６ 年  ウ ェ ッ ジ ウ ッ ド 、 シ ャ ー ロ ッ ト 王  

 妃 よ り 紅 茶 ポ ッ ト 、 ス プ ー ン 、 紅 茶 カ ッ プ な

ど の 注 文 を 受 け る 。（ 王 室 御 用 達 と な る ）  

１ ７ ５ ９ 年  ウ エ ッ ジ ウ ッ ド 、 独 自 の 新 し い 工

房 を 開 く （ カ リ フ ラ ワ ー ウ ェ ア ）  

１ ７ ７ ０ 年  ジ ョ サ イ ア ・ ス ポ ー ド 、 陶 器 工 場

を 開 く 。  

１ ７ ７ ２ 年  ジ ョ ン ・ コ ー ク リ ー ・ レ ッ ト ス ン
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『 紅 茶 の 医 学 的 特 徴 と 飲 茶 の 効 用 に 関 す る

考 察 』  

＊  紅 茶 を 推 奨  

１ ７ ７ ３ 年  ウ ェ ッ ジ ウ ッ ド 、 ロ シ ア の 女 帝 カ

テ リ ー ナ か ら 「 デ ィ ナ ー ・ セ ッ ト 」 総 数 9 5 2

点 の 注 文 を 受 け る 。  

１ ７ ８ ４ 年  紅 茶 税 の 引 き 下 げ  

１ ７ ９ ０ 年  ベ ッ ド フ ォ ー ド 公 爵 七 世 夫 人 、 ア

ン ナ ・ マ リ ア 、 ア フ タ ヌ ー ン ・ テ ィ ー の 習 慣

を 普 及 さ せ る 。  

１ ７ ９ ３ 年  ト マ ス ・ ミ ン ト ン 、 ミ ン ト ン 社 設

立 。  

１ ８ ０ ２ 年  t e a  g a r d e n の 用 例 が あ る （ Ｏ Ｅ Ｄ

の 例 文 に 記 録 が あ る ）  

１ ８ ３ ０ 年  Ｃ ． Ａ ． ブ ル ー ス が イ ン ド の ア ッ

サ ム 地 方 で 茶 樹 を 発 見 。  

１ ８ ３ ４ 年  紅 茶 貿 易 の 自 由 化 。  

１ ８ ３ ６ 年  ジ ョ ン ・ フ ラ ン シ ス ・ デ ィ ヴ ィ ス  

 『 中 華 帝 国 と そ の 住 民 た ち の 出 版 に よ る 挿 絵

入 り 』  

１ ８ ４ ０ 年 ～ 4 2 年  ア ヘ ン 戦 争  
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１ ８ ４ ７ 年  ロ バ ー ト ・ フ ォ ー チ ュ ン 『 三 年 間

に 亙 る 中 国 北 方 諸 省 遍 歴 記 。 茶 ・ 絹 ・ 木 綿 産

地 へ の 訪 問 を 含 む 。 中 国 人 の 農 業 、 お よ び 園

芸 、 新 植 物 等 に つ い て の 報 告 付 き 』（『 遍 歴

記 』）  

１ ８ ４ ８ 年  サ ミ ュ エ ル ズ ・ ボ ー ル 『 中 国 に お

け る 茶 の 栽 培 と 製 造 』  

１ ８ ５ ２ 年  ロ バ ー ト ・ フ ォ ー チ ュ ン 『 松 羅 山

と 武 夷 人 を 含 む 中 国 の 産 茶 地 域 の 旅 、 ヒ マ ラ

ヤ 山 脈 中 の 東 イ ン ド 会 社 の 茶 園 に つ い て の

小 記 付 き 』（『 茶 区 訪 問 記 』）  

１ ８ ５ ７ 年  ロ バ ー ト ・ フ ォ ー チ ュ ン 『 中 国 人

の 間 で の 滞 在 。 内 陸 で 、 海 岸 で 、 そ し て 海 上

で 。 1 8 5 3 か ら 1 8 5 6 年 に 及 ん だ 第 3 次 訪 問 の

間 に お け る 諸 事 件 と 冒 険 の 物 語 。 多 く の 自 然

の 生 産 物 お よ び 美 術 作 品 、 養 蚕 そ の 他 に つ い

て の 覚 え 書 き を 含 む 。 目 下 の 戦 争 に つ い て の

提 案 つ き 』（『 中 国 人 の 間 で の 滞 在 』）  

１ ８ ６ ９ 年  ス エ ズ 運 河 開 通 。 こ れ に よ り 中 国

と イ ギ リ ス は 6 0 日 間 の 短 縮 。 テ ィ ー ・ ク リ

ッ パ ー の 衰 退 。  
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（ 参 考 資 料 ３ ）  日 本 の 紅 茶 史  

 

１ ７ ９ １ 年  大 黒 屋 光 太 夫 一 行 、 1 1 日 1 日 に 女

帝 エ カ テ リ ー ナ ２ 世 の 宮 廷 で の お 茶 会 に 招

か れ る 。（ 日 本 人 が 紅 茶 と で あ っ た 最 初 の 記

録 と 言 わ れ て い る 。現 在 、 1 1 日 1 日 は 紅 茶 の

日 と 定 め ら れ て い る 。 こ の 時 の お 茶 は 欧 風 紅

茶  t e a  w i t h  m i l k と い わ れ て い る 。）  

１ ８ ６ ８ 年  『 万 国 新 聞 紙 』（ ５ 月 上 旬 号 ）に「 紅

茶 」（ ル ビ は 「 べ に ち ゃ 」） が 登 場 。  

１ ８ ７ ４ 年  政 府 は『 紅 茶 製 法 布 達 案 並 製 法 書 』 

 を 府 県 に 配 布 。  

１ ８ ７ ５ 年  政 府 が 清 よ り 技 術 者 を 招 き 茶 技 術

伝 習 を 行 う 。 多 田 元 吉 を 中 国 に 派 遣 。  

１ ８ ７ ６ 年  政 府 が 多 田 元 吉 を イ ン ド へ 派 遣 。  

１ ８ ７ ７ 年  多 田 元 吉 帰 国 し 、 高 知 県 下 で イ ン

ド で の 伝 習 製 法 を 試 し 、紅 茶 5 0 0 0 斤 を 輸 出 。  

１ ８ ７ ８ 年  政 府 、『 紅 茶 製 法 伝 習 規 則 』を 発 布

し 、 各 県 に 紅 茶 伝 習 所 を 設 置 。  

１ ８ ７ ８ 年  多 田 元 吉 編 注 『 紅 茶 説 』 勧 農 局 、  
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 多 田 元 吉 『 紅 茶 製 法 纂 要 』（ 上 下 ）  

１ ８ ８ １ 年  日 本 の 紅 茶 製 造 業 者 が 合 同 し 、 横

浜 紅 茶 K K を 組 織 。  

１ ８ ８ ３ 年  茶 業 組 合 中 央 会 議 所 を 結 成 。  

１ ８ ８ ７ 年  日 本 に 初 め て 紅 茶 が 輸 入 さ れ る 。  

１ ９ ０ ６ 年  東 京 ・ 京 橋 の 明 治 屋 が は じ め て 、

リ プ ト ン 紅 茶 を 輸 入 す る 。  

１ ９ ３ ２ 年  国 産 紅 茶 第 1 号 、 日 東 紅 茶 発 売 。  

１ ９ ４ ２ 年  紅 茶 卸 商 業 組 合 設 立 。  

１ ９ ７ ７ 年  紅 茶 輸 入 自 由 化 。  

１ ９ ８ ３ 年  日 本 紅 茶 協 会 、 1 1 月 1 日 を 「 紅 茶

の 日 」 と 定 め る 。  
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